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書評
有
卓
也
著
馬『
推
南
子
の
政
治
思
想
』
渡
音日
東
郎
『
准
南
子
』
が
准
南
王
劉
安
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
た
の
は
、
前
漢
武
帝
の
初
期
、
黄
老
道
家
を
主
と
す
る
所
調
「
無
為
の
治
」
か
ら
儒
学
尊
重
へ
と
国
家
統
治
の
方
針
が
移
り
行
く
、
ま
さ
に
そ
の
転
換
期
の
こ
と
で
あ
る
。
「
漢
書
』
芸
文
志
以
来
、
雑
家
に
著
録
さ
れ
て
き
た
極
め
て
雑
駁
な
内
容
を
有
す
る
該
書
に
対
し
て
、
従
来
、
諸
先
学
に
よ
る
数
々
の
考
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
先
ず
、
そ
の
代
表
的
研
究
を
概
観
し
よ
う
。
本
田
済
氏
は
、
中
央
集
権
化
の
進
む
時
代
の
要
求
に
対
し
て
、
道
家
の
無
為
を
中
心
に
儒
家
の
仁
義
道
徳
・
法
家
の
法
を
折
衷
し
、
漢
帝
国
の
為
の
指
導
理
念
を
提
出
し
よ
う
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
金
谷
治
氏
は
、
各
篇
の
複
雑
多
様
な
諸
思
想
が
、
要
略
訓
に
於
け
る
形
而
上
の
「
道
」
と
形
而
下
の
「
事
」
と
の
相
即
と
い
う
老
在
的
思
想
に
よ
り
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
統
一
は
、
中
央
の
儒
教
に
よ
る
統
一
に
対
抗
す
る
、
道
家
の
立
場
か
ら
提
出
さ
れ
た
統
一
理
論
の
試
み
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
楠
山
春
樹
氏
は
、
金
谷
氏
の
所
説
に
概
ね
賛
同
し
つ
つ
も
、
中
央
に
対
抗
す
る
意
味
に
於
て
、
要
略
訓
に
よ
る
老
荘
的
統
一
の
意
向
が
編
纂
当
初
か
ら
存
在
し
た
か
に
つ
い
て
は
疑
問
と
し
、
老
荘
的
な
死
生
論
・
禍
福
論
の
中
に
当
時
の
政
情
の
反
映
を
見
出
し
て
い
お
o
池
田
知
久
氏
は
、
諸
氏
が
、
該
書
成
立
を
儒
教
国
教
化
と
同
時
か
或
い
は
や
や
遅
れ
、
儒
教
国
教
化
・
中
央
集
権
化
に
対
す
る
も
の
と
見
倣
す
こ
と
に
異
議
を
唱
え
、
そ
の
献
上
が
儒
教
園
教
化
以
前
の
武
帝
建
元
二
年
(
前
一
三
九
)
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
、
劉
安
が
該
書
に
よ
り
、
武
帝
の
下
で
厚
遇
さ
れ
、
ま
た
帝
国
の
調
和
あ
り
統
一
あ
る
支
配
と
い
う
理
想
の
実
現
を
目
論
ん
だ
と
主
張
す
る
。
諸
氏
の
立
場
は
相
違
す
る
が
、
金
谷
氏
以
来
の
、
要
略
訓
に
よ
る
統
一
と
い
う
見
方
は
概
ね
承
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
採
り
上
げ
る
本
書
は
、
こ
の
見
方
を
再
検
討
し
、
「
道
」
と
「
事
」
と
は
「
要
略
に
よ
る
「
准
南
子
』
に
対
す
る
視
角
の
提
示
に
す
ぎ
」
な
い
(
四
頁
)
と
す
る
。
以
下
、
概
要
を
紹
介
す
る
。
〈
序
『
准
南
子
』
研
究
へ
の
視
角
〉
に
於
て
、
著
者
は
該
書
を
、
戦
国
中
末
期
以
来
懸
案
で
あ
っ
た
新
た
な
統
治
理
念
、
さ
ら
に
一
度
は
秦
帝
国
に
於
て
挫
折
し
た
そ
れ
の
再
検
討
を
、
高
祖
よ
り
景
帝
に
至
る
思
潮
、
所
謂
「
無
為
の
治
」
を
モ
デ
ル
と
し
て
製
作
さ
れ
た
政
治
理
今
革
、
と
規
定
す
る
。
著
者
が
注
目
す
る
の
は
、
『
史
記
』
太
史
公
自
序
「
六
家
要
旨
」
の
道
家
|
「
漠
初
道
家
」
ー
で
あ
る
。
こ
の
「
漢
79 
初
道
家
」
に
執
筆
者
を
措
定
し
、
該
書
の
思
想
を
そ
の
具
体
的
表
象
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
の
道
家
思
想
の
中
核
|
「
無
為
」
と
「
因
循
」
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
心
テ
!
?
「
無
為
の
治
」
の
理
論
構
造
を
解
明
し
、
更
に
は
各
篇
の
個
別
検
討
を
行
い
、
新
た
な
位
置
づ
け
を
試
み
よ
う
と
す
る
。
〈
I
原
道
訓
の
位
置
v
で
は
、
秦
漢
期
の
道
家
系
著
作
が
か
く
あ
る
如
く
、
全
体
の
原
論
部
と
し
て
巻
首
原
道
訓
を
位
置
づ
け
る
。
第
一
章
で
は
、
そ
の
構
造
を
「
道
体
」
(
天
)
・
「
因
循
」
(
天
対
人
)
・
「
無
為
」
(
人
対
人
)
・
「
自
得
」
(
人
)
の
四
論
と
捉
え
、
そ
の
特
質
を
論
じ
る
。
と
り
わ
け
「
因
循
」
論
展
開
部
に
於
て
、
為
政
者
を
対
象
と
し
た
現
実
的
・
政
治
的
・
実
効
的
レ
ベ
ル
で
の
環
境
や
制
度
へ
の
「
因
循
」
が
説
か
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
(
原
道
訓
の
構
造
)
。
第
二
章
で
は
、
こ
の
展
開
部
「
因
循
」
論
の
淵
源
に
つ
い
て
、
『
呂
氏
春
秋
』
・
馬
王
堆
出
土
老
子
乙
本
巻
前
古
侠
書
(
以
下
、
「
巻
前
古
侠
書
」
と
略
記
)
『
経
法
』
『
十
六
経
』
『
称
」
三
篇
と
の
近
似
性
を
確
認
し
、
他
方
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
「
因
循
」
論
に
於
け
る
「
天
狭
」
記
述
の
存
在
、
『
経
法
』
等
三
篇
の
道
体
論
に
於
け
る
間
接
的
・
抽
象
的
な
二
次
的
記
述
の
欠
如
と
い
っ
た
相
違
を
指
摘
す
る
(
『
呂
氏
春
秋
』
・
巻
前
古
侠
書
の
「
循
天
」
)
。
第
三
章
で
は
、
『
道
原
』
を
検
討
し
、
道
体
論
及
び
「
天
狭
」
記
述
の
欠
如
に
於
て
、
原
道
訓
と
の
近
似
性
を
確
認
す
る
。
そ
の
道
体
論
書
評
を
『
経
法
』
等
三
篇
の
「
現
実
的
国
家
レ
ベ
ル
」
か
ら
「
抽
象
的
原
論
レ
ベ
ル
」
へ
帰
納
さ
れ
た
も
の
と
解
し
、
「
道
原
』
を
巻
前
古
侠
書
の
原
論
と
捉
え
、
こ
れ
を
該
書
に
適
用
し
、
原
道
訓
を
「
秦
漢
初
期
に
於
て
新
た
な
理
念
を
提
出
せ
ん
と
し
た
、
政
治
思
想
を
中
核
と
す
る
漢
初
道
家
思
想
の
原
論
」
と
位
置
づ
け
る
(
原
道
訓
の
位
置
)
。
〈
日
「
無
為
の
治
」
の
理
論
構
造
〉
で
は
、
前
漢
期
の
「
無
為
の
治
」
の
理
論
構
造
及
び
特
質
を
解
明
す
る
。
第
一
章
で
は
、
「
無
為
の
治
」
の
専
論
と
位
置
づ
げ
る
詮
言
訓
が
道
体
・
内
治
・
無
為
・
統
治
の
四
論
か
ら
な
り
、
原
道
訓
の
四
論
と
対
応
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
理
論
的
に
体
系
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
(
詮
言
訓
の
構
造)。第
二
章
で
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
・
巻
前
古
侠
書
の
検
討
を
通
じ
て
、
詮
言
訓
「
無
為
の
治
」
論
が
諸
家
雑
繰
の
立
場
を
取
っ
て
初
め
て
成
立
し
得
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
『
呂
氏
春
秋
』
に
於
て
は
、
詮
言
訓
と
ほ
ぽ
大
差
な
い
諸
論
が
見
ら
れ
る
一
方
、
諸
家
雑
糠
の
立
場
に
立
た
な
い
巻
前
古
侠
蓄
に
は
、
周
到
な
「
無
為
の
治
」
論
が
見
ら
れ
な
い
と
す
る
(
『
目
氏
春
秋
』
・
巻
前
古
侠
書
の
「
無
為
の
治
」
)
。
第
三
章
で
は
、
従
来
「
韓
非
子
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
主
術
訓
を
、
「
無
為
の
治
」
を
踏
襲
し
つ
つ
、
折
衷
的
「
法
治
」
理
論
の
提
出
を
試
み
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
そ
の
構
造
は
、
前
半
部
|
詮
言
訓
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
「
無
為
の
治
」
論
、
中
程
|
法
家
nu s
者
流
の
「
法
治
」
論
、
後
半
部
|
「
無
為
の
治
」
を
行
う
た
め
の
君
主
に
課
せ
ら
れ
た
「
内
治
」
論
か
ら
な
る
。
主
術
訓
は
「
無
為
の
治
」
を
論
じ
る
一
篇
で
あ
り
、
「
法
治
」
論
は
そ
の
具
体
的
・
現
実
的
展
開
で
あ
る
。
ま
た
『
管
子
』
形
勢
解
・
版
法
解
・
明
法
解
に
は
、
『
韓
非
子
』
に
は
見
ら
れ
な
い
「
無
為
の
治
」
論
と
の
共
通
性
が
あ
る
が
、
「
法
治
」
に
於
て
相
違
が
あ
る
。
主
術
訓
の
そ
れ
が
末
世
の
暫
定
的
措
置
で
あ
る
に
対
し
、
『
管
子
』
解
の
そ
れ
は
理
想
形
態
の
派
生
で
あ
る
。
こ
こ
に
主
術
訓
の
独
自
性
が
あ
る
(
法
家
学
説
と
の
比
較
)
。
第
四
章
で
は
、
鯵
称
訓
及
び
説
山
・
説
林
両
篇
、
傍
務
訓
に
於
ザ
る
「
無
為
の
治
」
「
無
為
」
を
考
察
し
、
こ
れ
ら
が
詮
言
訓
「
無
為
の
治
」
論
の
枠
内
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
る
(
『
准
南
子
』
の
総
合
的
研
究
)
。
第
五
章
で
は
、
「
無
為
の
治
」
の
系
譜
を
論
じ
る
。
『
老
子
」
か
ら
渓
初
道
家
へ
至
る
橋
渡
し
的
役
割
を
有
し
た
の
は
『
呂
氏
春
秋
』
で
、
「
無
為
の
治
」
は
諸
理
論
の
構
築
を
必
要
と
す
る
体
系
化
を
目
指
し
始
め
た
が
、
十
二
紀
の
循
天
思
想
を
中
心
と
し
、
諸
家
雑
糠
能
力
を
該
書
ほ
ど
持
ち
得
な
か
っ
た
為
、
核
と
な
る
一
篇
を
持
ち
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
該
書
は
、
原
道
訓
に
於
て
そ
の
諸
論
へ
の
立
場
を
明
示
し
、
詮
言
訓
に
於
て
そ
れ
を
統
合
整
理
し
、
「
無
為
の
治
」
論
を
完
成
さ
せ
た
。
漢
初
道
家
は
、
そ
の
「
因
(
循
こ
思
想
が
生
み
出
し
た
「
適
宜
に
因
る
」
と
の
テ
l
ゼ
の
下
、
先
秦
諸
家
の
諸
説
を
併
呑
し
て
「
無
為
の
治
」
を
中
心
と
し
た
諸
思
想
を
構
築
し
た
、
と
い
う
(
「
無
為
の
治
」
の
系
譜
)
。
第
六
章
で
は
、
天
狭
記
述
及
び
陰
陽
説
・
五
行
説
「
循
天
」
思
想
の
存
在
を
問
題
と
し
、
本
経
訓
を
「
因
循
」
思
想
と
「
循
天
」
思
想
の
分
岐
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
解
決
を
図
る
。
本
経
訓
に
は
、
陰
陽
五
行
説
の
導
入
、
陰
陽
の
気
の
乱
れ
た
「
今
(
末
世
)
」
に
於
け
る
天
狭
記
述
が
あ
る
と
同
時
に
、
原
道
・
詮
雪
一
同
型
因
循
思
想
の
派
生
と
し
て
の
無
為
の
治
論
・
因
質
論
が
存
在
す
る
。
該
書
は
「
無
為
の
治
」
の
本
流
に
、
陰
陽
思
想
を
付
加
し
た
本
経
訓
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
口
口
氏
春
秋
』
・
巻
前
古
侠
書
型
の
循
天
思
想
に
到
達
し
、
天
文
・
地
形
・
時
則
の
三
篇
、
及
び
覧
冥
・
精
神
両
篇
の
官
頭
部
な
ど
へ
の
接
続
を
明
確
に
し
た
と
す
る
(
本
経
訓
の
構
造
)
。
〈
郎
「
循
天
」
思
想
の
位
置
〉
で
は
、
該
書
に
於
け
る
「
循
天
」
思
想
の
位
置
づ
げ
を
試
み
る
。
第
一
章
で
は
、
導
入
部
に
於
て
「
循
天
」
思
想
を
説
く
覧
冥
訓
・
精
神
訓
を
、
「
無
為
の
治
」
の
「
人
論
(
聖
人
論
)
を
補
完
す
る
も
の
」
と
捉
え
る
。
両
篇
の
主
旨
は
、
「
大
通
」
し
た
聖
人
に
よ
る
統
治
状
態
の
提
示
と
体
道
し
た
聖
人
(
真
人
・
至
人
)
の
安
定
し
た
心
の
記
述
と
に
あ
る
と
す
る
(
覧
冥
・
精
神
両
篇
に
つ
い
て
)
。
第
二
章
で
は
、
「
循
天
」
思
想
が
見
ら
れ
る
天
文
・
地
形
・
時
則
の
三
篇
が
該
書
の
主
軸
で
な
い
こ
と
、
ま
た
説
山
・
説
林
両
篇
や
泰
族
訓
も
陰
陽
・
相
感
相
動
説
を
主
軸
と
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
論
じ
る
。
更
に
、
「
循
天
」
を
基
盤
と
す
る
天
人
相
関
説
に
理
論
的
説
明
が
備
え
ら
れ
な
か
っ
た
要
因
に
つ
い
て
、
総
合
性
を
目
論
ん
だ
該
書
が
、
主
軸
で
あ
る
「
無
為
の
治
」
以
外
の
要
素
を
も
吸
収
し
た
た
め
と
推
測
す
る
(
『
准
南
子
』
の
陰
陽
感
応
思
想
)
。
〈
W
他
の
諸
思
想
の
検
討
〉
。
第
一
章
で
は
、
漢
初
道
家
思
想
の
中
で
「
明
」
が
見
せ
た
変
容
の
一
端
「
以
小
知
大
」
ー
に
つ
い
て
論
じ
、
法
家
の
実
践
面
と
大
き
く
関
わ
る
判
断
様
式
「
以
小
知
大
」
を
、
漠
初
道
家
は
純
粋
道
家
の
「
明
」
と
結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
思
想
に
取
り
込
み
、
更
に
「
自
知
」
と
い
う
道
家
的
潤
色
を
施
し
た
と
す
る
(
「
以
小
知
大
」
の
理
論
)
。
第
二
章
で
は
、
「
因
循
」
論
の
一
展
開
で
あ
る
「
応
時
親
化
」
説
の
理
論
構
造
に
つ
い
て
論
じ
、
更
に
そ
の
専
論
た
る
氾
論
訓
の
そ
れ
が
、
縦
横
家
言
を
受
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
該
書
の
「
応
時
絹
化
」
説
を
完
成
型
と
し
た
場
合
、
先
秦
諸
子
の
そ
れ
は
必
要
条
件
を
満
た
し
得
な
い
が
、
氾
論
訓
に
は
「
適
宜
に
因
る
」
政
治
と
い
う
主
題
の
下
、
極
め
て
現
実
的
な
政
治
性
が
見
ら
れ
る
。
当
時
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
得
た
恩
想
集
団
は
、
所
謂
縦
横
家
を
継
承
す
る
一
派
で
あ
っ
た
と
す
る
(
「
応
時
絹
化
」
の
理
論
)
。
第
三
章
で
は
、
「
遇
不
遇
」
の
理
論
構
造
を
、
専
論
た
る
人
間
訓
を
通
じ
て
検
討
し
、
更
に
人
間
訓
が
非
聖
人
た
る
君
主
の
た
め
の
論
で
8
書
評
あ
り
、
一
定
の
ス
タ
イ
ル
を
以
て
「
事
」
の
テ
!
?
、
天
対
人
・
人
対
人
の
部
分
を
説
話
を
以
て
補
完
す
る
一
篇
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
聖
人
を
主
体
と
す
る
が
故
に
禍
福
論
を
伴
わ
な
い
「
応
時
」
説
に
対
し
、
「
遇
時
」
説
は
人
間
の
内
側
か
ら
生
じ
る
禍
福
を
示
し
つ
つ
、
非
聖
人
を
も
主
体
と
し
て
処
世
レ
ベ
ル
の
問
題
を
論
じ
る
点
に
於
て
、
非
聖
人
か
ら
聖
人
へ
の
昇
華
が
一
つ
の
眼
目
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
利
害
禍
福
の
枢
機
を
如
何
に
認
知
す
る
か
と
い
う
テ
1
7
が
、
他
の
諸
篇
と
密
接
に
関
連
す
る
「
以
小
知
大
」
「
遇
時
」
「
仁
義
」
な
ど
の
諸
説
を
交
え
て
展
開
さ
れ
る
。
そ
れ
が
説
話
と
い
う
形
式
で
論
じ
ら
れ
る
点
に
特
色
が
あ
る
と
す
る
(
「
遇
不
遇
」
の
理
論
)
。
第
四
章
で
は
、
漢
初
道
家
思
想
と
儒
家
言
と
の
関
わ
り
の
手
掛
か
り
を
得
る
べ
く
、
陸
買
『
新
器
開
』
の
統
治
形
態
論
を
検
討
し
、
そ
の
特
質
を
、
儒
家
色
が
強
い
泰
族
訓
と
の
比
較
を
通
じ
て
論
じ
る
。
『
新
語
』
で
は
、
統
治
思
想
の
絶
対
的
規
範
は
天
で
は
な
く
、
天
の
絶
対
性
を
付
与
さ
れ
た
儒
教
理
念
に
あ
る
。
一
方
、
泰
族
訓
に
も
「
仁
義
」
に
基
づ
く
統
治
が
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
絶
対
規
範
と
し
て
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
天
へ
の
因
循
が
説
か
れ
る
。
こ
乙
に
『
新
語
』
と
該
書
と
の
根
本
的
隔
絶
が
あ
る
と
す
る
(
「
仁
義
礼
楽
」
の
理
論
(
上
)
『
新
畳
間
』
の
検
討
)
。
第
五
章
で
は
、
該
書
に
於
け
る
「
仁
義
」
説
の
位
置
づ
貯
を
図
り
、
そ
れ
が
「
無
為
の
治
」
を
補
完
す
る
一
理
論
に
過
ぎ
な
い
乙
と
を
論
2
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じ
る
。
「
仁
義
」
な
ど
の
儒
家
理
念
は
人
対
人
論
、
君
主
の
対
臣
・
対
民
と
い
う
統
治
の
場
で
語
ら
れ
、
天
対
人
論
の
中
核
で
あ
る
「
因
循
」
思
想
の
一
展
開
「
困
民
」
思
想
に
淵
源
す
る
。
儒
家
理
念
は
「
時
」
の
変
遷
に
伴
っ
て
変
化
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
は
先
行
す
る
諸
典
籍
に
散
見
す
る
も
の
で
あ
り
、
該
書
に
於
て
「
無
為
の
治
」
の
理
論
の
枠
内
に
組
み
込
ま
れ
た
と
す
る
(
「
仁
義
礼
楽
」
の
理
論
(
下
)
『
准
南
子
』
の
「
仁
義
」
説
|
)
。
〈
V
要
略
の
位
置
〉
で
は
、
前
回
部
を
踏
ま
え
て
編
集
後
記
要
略
訓
の
検
討
を
行
う
。
第
一
章
で
は
、
要
略
の
「
道
」
と
「
事
」
の
テ
ー
ゼ
は
、
戦
国
か
ら
秦
漢
に
至
る
諸
思
想
に
於
け
る
共
通
認
識
の
明
瞭
な
提
示
に
過
ぎ
ず
、
ど
の
思
想
蓄
に
も
適
用
で
き
る
極
め
て
ア
バ
ウ
ト
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
(
「
道
と
事
」
に
関
し
て
)
。
第
二
章
で
は
、
「
無
為
の
治
」
の
枠
組
み
に
於
て
理
解
さ
れ
る
二
十
篇
の
内
容
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
要
略
に
よ
る
各
篇
の
主
意
説
明
が
、
詮
言
一
・
本
経
・
覧
冥
・
泰
族
の
四
篇
に
於
て
主
旨
を
十
分
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
(
「
各
篇
の
要
旨
及
び
連
関
」
に
関
し
て)。第
三
章
で
は
、
要
略
訓
に
よ
る
該
書
の
位
置
づ
け
が
、
「
六
家
要
旨
」
の
漢
初
道
家
思
想
と
共
通
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
(
「
学
術
史
と
『
准
南
子
』
の
意
義
」
に
関
し
て
)
。
以
上
か
ら
著
者
は
、
「
六
家
要
旨
」
の
「
因
」
と
「
無
為
」
に
よ
る
漢
初
道
家
の
解
釈
こ
そ
が
該
書
を
説
明
す
る
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
語
で
あ
る
と
結
論
す
る
。
即
ち
、
「
困
」
と
「
無
為
」
と
は
、
天
と
人
を
軸
と
し
た
漢
初
道
家
思
想
に
於
て
、
最
も
重
き
を
お
か
れ
る
天
対
人
・
人
対
人
の
部
分
に
対
す
る
言
及
で
あ
り
、
そ
れ
は
漢
初
期
の
一
大
思
潮
「
無
為
の
治
」
の
中
枢
部
を
最
も
端
的
に
示
唆
す
る
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
の
語
は
他
の
関
連
思
想
へ
と
波
及
す
る
能
力
を
も
内
包
し
、
道
体
・
聖
人
な
ど
の
諸
論
へ
の
展
開
、
及
び
因
循
・
無
為
を
核
と
す
る
応
時
・
以
小
知
大
・
仁
義
な
ど
の
具
体
的
諸
論
の
発
生
を
可
能
な
ら
し
め
た
、
と
い
う
(
結
語
)
。
さ
て
、
要
略
訓
を
出
発
点
と
す
る
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
、
「
六
家
要
旨
」
の
「
漢
初
道
家
思
想
」
を
出
発
点
と
し
て
各
篇
を
捉
え
直
し
、
新
た
な
統
一
性
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
著
者
の
試
み
は
、
概
ね
成
功
を
収
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
「
六
家
要
旨
」
を
『
准
南
子
』
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
著
者
に
始
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
胡
適
氏
や
金
谷
氏
に
於
て
も
な
さ
れ
て
は
い
る
。
本
書
は
こ
の
見
方
を
一
歩
進
め
、
当
時
の
思
想
界
の
状
況
を
よ
り
具
体
的
に
解
明
し
た
も
の
と
言
い
得
る
。
ま
た
「
無
為
の
治
」
と
い
う
中
心
テ
!
?
の
下
、
「
天
」
・
「
天
対
人
」
・
「
人
」
・
「
人
対
人
」
の
四
論
に
よ
る
分
析
を
通
じ
て
、
各
篇
の
有
機
的
連
関
を
再
構
築
し
た
点
は
、
そ
の
方
法
自
体
極
め
て
有
効
で
あ
り
、
研
究
史
の
上
か
ら
も
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
お
疑
問
に
思
わ
れ
る
点
も
幾
つ
か
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
述
べ
て
み
た
い
。
第
一
は
、
要
略
訓
の
「
道
」
と
「
事
」
に
対
す
る
著
者
の
批
判
に
関
し
て
で
あ
る
。
概
観
し
た
如
く
著
者
は
、
こ
の
「
道
」
と
「
事
」
と
は
先
行
す
る
諸
思
想
の
共
通
認
識
で
あ
り
、
そ
れ
が
要
略
訓
に
於
て
明
示
さ
れ
た
に
官
起
き
な
い
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
因
由
を
「
要
略
の
筆
者
自
身
が
、
:E
・E・
最
も
当
て
は
ま
り
そ
う
な
テ
l
ゼ
し
か
提
出
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
に
:
:
:
恒
久
的
に
漢
帝
国
を
統
べ
る
た
め
の
統
治
理
今
釜
国
足
り
得
る
こ
と
を
提
示
せ
ん
と
す
る
立
場
上
、
こ
の
「
道
」
と
「
事
」
と
い
う
視
角
の
提
示
し
か
為
し
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
(
三
四
三
頁
)
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
前
に
明
確
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
「
道
」
と
「
事
」
と
い
う
テ
l
ゼ
を
、
全
体
を
統
一
す
る
も
の
と
し
て
要
略
訓
が
明
示
し
た
こ
と
は
、
や
は
り
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
著
者
が
、
要
略
訓
に
よ
る
主
意
説
明
が
内
容
を
周
到
に
捉
え
得
で
い
な
い
と
す
る
の
は
、
詮
一
言
・
本
経
・
覧
冥
・
泰
族
の
四
篇
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
V
部
第
一
章
で
、
「
道
」
と
「
事
」
の
思
想
を
伝
え
る
と
し
て
列
挙
す
る
資
料
は
、
各
書
全
体
に
亘
っ
て
そ
の
思
想
が
通
賀
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
に
は
十
分
で
な
い
。
更
に
「
時
」
と
の
関
わ
り
に
於
て
変
化
す
る
「
事
」
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
例
は
、
「
時
」
の
意
味
に
於
て
、
該
書
の
如
き
下
降
史
観
に
於
け
る
「
事
」
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
著
者
が
言
う
如
く
「
要
3
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書
評
略
訓
の
立
場
は
、
二
O
篇
解
釈
の
一
側
面
に
渇
き
な
い
と
見
る
べ
き
」
(
三
四
一
頁
)
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
著
者
が
「
そ
の
位
置
は
軽
い
」
合
一
二
三
頁
)
と
す
る
泰
族
訓
を
、
要
略
訓
が
「
此
れ
鴻
烈
の
泰
族
な
り
」
と
高
く
位
置
づ
け
る
こ
と
へ
の
説
明
な
ど
、
同
時
代
人
と
し
て
の
要
略
訓
筆
者
の
立
場
に
も
よ
り
深
く
言
及
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
、
所
謂
「
無
為
の
治
」
に
於
げ
る
黄
老
思
想
と
漢
初
道
家
思
想
の
関
係
で
あ
る
。
「
序
」
に
触
れ
ら
れ
る
如
く
、
前
漢
期
に
於
け
る
所
謂
「
無
為
の
治
」
の
担
い
手
は
、
張
良
・
曹
参
・
陳
平
・
汲
賠
・
貿
太
后
等
の
黄
老
思
想
信
奉
者
で
あ
る
。
一
方
、
「
序
」
に
於
て
、
該
書
の
思
想
は
漢
初
道
家
思
想
の
具
体
的
表
象
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
H
部
に
於
て
、
「
無
為
の
治
」
に
関
し
て
は
、
文
景
期
の
実
際
の
行
政
シ
ス
テ
ム
か
ら
は
帰
納
し
得
ず
、
そ
の
理
論
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
実
際
の
歴
史
に
対
照
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
法
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ま
さ
に
文
景
期
の
思
潮
を
背
景
と
し
て
成
立
し
た
の
が
『
准
南
子
』
で
あ
る
、
と
す
る
立
場
か
ら
、
著
者
は
詮
言
訓
を
中
心
に
「
無
為
の
治
」
の
理
論
構
造
を
分
析
す
る
。
し
て
み
る
と
、
著
者
は
黄
老
思
想
と
漢
初
道
家
思
想
と
を
同
一
に
見
倣
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
否
、
そ
う
で
は
な
い
。
田
部
第
一
章
注
(
幻
)
(
一
七
五
頁
)
、
血
部
第
二
章
(
一
八
一
頁
)
、
凹
部
第
二
章
注
(
幻
)
(
一
九
六
頁
)
で
は
、
『
十
六
経
』
と
『
荘
子
』
「
准
南
子
』
に
於
け
る
黄
帝
の
位
置
づ
け
及
び
そ
の
統
治
へ
の
評
価
に
対
す
る
差
異
か
ら
、
漢
初
道
家
思
想
と
黄
4
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老
思
想
を
等
号
で
結
び
付
け
る
こ
と
を
批
判
し
、
黄
老
思
想
を
道
家
系
思
想
の
一
傍
流
と
捉
え
る
見
方
を
提
示
す
る
。
で
は
、
所
謂
「
無
為
の
治
」
に
於
け
る
黄
老
思
想
と
漢
初
道
家
思
想
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
本
書
は
言
及
し
て
い
な
い
。
日
部
第
五
章
(
一
三
七
頁
)
に
よ
れ
ば
、
今
後
の
課
題
と
さ
れ
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
所
謂
「
無
為
の
治
」
と
い
う
政
治
思
潮
の
一
つ
の
結
実
と
し
て
該
書
を
捉
え
る
著
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
研
究
の
前
提
に
大
き
く
関
わ
る
も
の
で
、
言
及
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
歴
史
資
料
と
し
て
所
謂
「
無
為
の
治
」
と
黄
老
思
想
が
結
合
し
て
い
る
以
上
、
黄
老
思
想
に
代
え
て
漢
初
道
家
思
想
を
持
ち
出
す
に
は
、
や
は
り
十
分
な
説
明
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
評
者
の
勉
強
不
足
に
よ
り
或
い
は
誤
読
・
曲
解
に
よ
り
、
著
者
の
意
を
十
分
尽
く
し
得
て
い
な
い
恐
れ
も
あ
る
が
、
以
上
、
主
要
な
疑
問
点
を
述
べ
て
筆
を
捌
く
。
「
汲
古
書
院
一
九
九
八
年
二
月
刊
J
f
本
文
三
四
七
頁
本
体
八
五
O
O円」
1 j:主
東「
洋准
息南
想子
研の
さ二
創巴
文士
司λ;
文
花
七四
年 |
、J¥
第、
蔀~
第主主
篇冬
て所
所呪
収)。
(2)
『
老
在
的
統
一
ー
l
『
准
南
子
」
の
思
想
1
』
(
平
楽
寺
書
庖
、
一
九
五
九
年
)
、
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』
(
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
O
年
)
第
五
章
「
『
准
南
子
」
の
研
究
」
、
『
准
南
子
の
思
想
|
老
荘
的
世
界
』
(
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
二
年
)
。
(
3
)
訳
注
『
准
南
子
」
(
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
一
年
)
「
解
題
」
、
訳
注
『
准
南
子
』
上
(
明
治
書
院
、
一
九
七
九
年
)
「
解
題
」
。
(4)
「
『
准
南
子
』
の
成
立
史
記
と
漢
書
の
検
討
」
(
『
東
方
学
』
五
九
、
一
九
八
O
年
、
所
収
。
後
、
訳
注
『
准
南
子
」
、
講
談
社
、
一
九
八
九
年
に
「
解
説
」
と
し
て
所
収
)
。
ま
た
「
准
南
子
要
略
篇
に
つ
い
て
」
(
『
池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
』
一
九
八
O
年
、
所
収
)
を
参
照
。
(5)
田
中
麻
紗
巴
「
雑
家
と
し
て
の
『
准
南
子
』
」
(
『
九
州
中
国
学
会
報
』
二
七
、
一
九
八
九
年
)
の
如
く
、
『
准
南
子
』
が
老
荘
を
基
盤
と
し
て
諸
家
の
長
所
を
取
る
「
六
家
要
旨
」
の
道
家
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
或
い
は
揚
雄
の
「
雑
」
と
す
る
見
方
と
同
様
に
解
さ
れ
る
こ
と
を
承
認
し
な
が
ら
も
、
『
漢
書
』
芸
文
志
が
諸
家
の
説
を
兼
ね
集
め
る
点
に
注
目
し
評
価
す
る
面
、
即
ち
、
様
々
な
事
柄
・
事
象
に
関
し
て
諸
書
か
ら
摂
取
し
解
説
し
よ
う
と
す
る
雑
家
の
一
面
を
改
め
て
取
り
上
ぐ
べ
き
こ
と
を
提
唱
す
る
立
場
も
あ
る
。
(6)
「
准
南
王
書
』
(
商
務
印
書
館
、
一
九
=
二
年
)
。
